
Ⅰ 研究主題 

学習指導要領を踏まえた授業づくり 

授業に生かす評価のあり方 

２年次研究 

 

 

Ⅱ 研究の目的 

 １ 主題設定の理由 

   本校では、令和２・３年度の前次研究において、研究主題を「児童生徒の学びの充実を実現する   

ための授業づくり～３つの視点に基づいた授業改善～」とし、「いわての授業づくり３つの視点」

に基づいた授業実践に学部ごとに取り組んだ。それぞれの視点を大切にした授業づくりを行うこ

とにより、以下の成果が挙げられた。 

【視点１ 学習の見通し】 

児童生徒が自分で目標を考えて取り組むことができた。 

 児童生徒と教師がねらいを共有し、目標に向かって取り組んだ。 

【視点２ 学習課題を解決するための学習活動】 

実態に合わせた課題やグループ設定により、それぞれが課題を解決しながら取り組んだ。 

  【視点３ 学習の振り返り】 

それぞれの発達段階に応じた振り返り方法で、児童生徒は自ら振り返り、「何ができるよう 

になったか」を考え、次の目標を自己決定することができた。 

また、３つの視点に基づき、各学部の実態に合わせて様式を検討した「授業づくりシート」に   

ついては、授業計画や授業改善、学習評価を共有するツールとして活用することができた。 

一方で、目標を設定し、「何ができるようになったか」を評価することはできてきたが、育成を 

目指す資質・能力を具体化し、目標と評価規準を明確にするまでには至らなかった。評価規準を明      

確にし、さらに個別の指導計画の作成に生かしていくことが課題として残った。 

今年度からの研究を進めるにあたり、職員アンケートを実施した。新学習指導要領が全学部で 

実施になることから、「学習指導要領、学校目標、学部目標を踏まえた教科等の学習内容や指導ポ

イントを整理したい」、「教科横断的な学びについて考えたい」、「観点別学習状況の評価について

基本から学びつつ、授業づくりや評価を含む個別の指導計画の作成につなげていきたい」との意

見が寄せられた。 

このことから、中央教育審議会の「児童生徒の学習評価の在り方について」の報告にもあるよう 

に、全国的に学習評価について指摘されている課題や改善の基本的な方向性を踏まえて、学習評

価を意味のあるものにしていく必要があると考えた。 

そこで、前次研究の成果である授業づくりの手順を継続しながら、学習評価の視点を加えた取 

組を進めるために、「学習指導要領を踏まえた授業づくり 授業に生かす評価のあり方」と研究主

題を設定した。 

２ 研究目的 

  (1) 観点別学習状況の評価の具体的理解と実施 

(2) 指導と評価の一体化を目指した授業づくり 

   ・児童生徒の学習の改善 ・教師による指導の改善 ・学校全体としての教育課程の改善 



Ⅲ 研究内容 

 １ 学習評価 

   ・観点別学習状況の評価について理解を深める。 

   ・観点別学習状況の評価を日々の授業レベルで実施する。 

２ 授業実践（前次研究より継続） 

   ・「いわての授業づくり３つの視点」に基づいた授業づくりシートを活用した授業づくり 

   ・授業研究会 

 

Ⅳ 研究構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標 

学部目標 

授業実践 

「授業づくりシート」 

【計画（P）】【実践（D）】【評価（C）】【改善（A）】 

いわての授業づくり３つの視点 

視点１

学習の見通し

視点２

学習課題を解決す

るための学習活動

視点３

学習の振り返り

何を学ぶか どのように学ぶか 
何ができるように 

なったか 

単元のまとまり 日々の授業 

学習評価 



２年次研究（１年次） 

 

 Ⅰ 研究方法 

   ・各学部での取組 

   ・教科は、国語または算数／数学 

    （上記の教科が教育課程にない児童生徒の授業については、指導要録には教科別に評価を記

載することを踏まえ、それぞれの教科の目標を達成するための授業を、各教科等を合わせ

た指導において実践することとした。） 

 

 Ⅱ 研究推進 

    ・研究日を月１回設定する。 

（設定日にこだわらず、単元や授業によって各学部で日時を調整して実施する。） 

   ・各学部内で実践を見合い、全体授業研究会で共有する。 

実施日 内容 

４月 27日（水） 第１回全体研究会 研究推進の確認 職員共通理解 

５月 10日（火） 

６月 21日（火） 
研究日（学部研究会） 授業づくり 授業改善 

７月 22日（金） 全体授業研究会 授業参観 気付いた点の共有 

７月 26日（火） 高教研講演会 

演題 

「学習指導要領を踏まえた授業づくり 

 授業に生かす評価のあり方」 

講師 

東北福祉大学 教育学部 教授 大西孝志氏 

８月 23日（火） 

９月 20日（火） 
研究日（学部研究会） 授業づくり 授業改善 評価 

11月 22日（火） 

研究日（学部研究会） 
授業づくり 授業改善 評価 

まとめに向けて 
12月 20日（火） 

 １月 26日（木） 

３月 １日（水） 第２回全体研究会 １年次の研究のまとめ 

 

 

Ⅲ 小学部の実践 

 １ 取組 

    研究の目的や内容に基づいて、日々の授業づくりとリンクするように研究を推進した。児童

の実態や学習集団に応じて、①１・２年１組 ②２年２組 ③４～６年の３つのグループで授

業づくりを進めてきた。対象の学級に所属しない教師については、指導場面で関わることの多

い学級の授業づくりに携わることとし、学部全体で授業づくりを行った。日々の授業づくりを

グループごとに進めるとともに、月１回程度の研究日では、授業を振り返ったり、評価をしたり

するなど、複数の視点で授業づくりを行うことができるように取り組んだ。 



    ４～６年のグループの取組では、授業づくりにあたり、児童の姿を具体的に思い浮かべなが

ら計画を立てることが大切であり、そのためには授業づくりシートを作成の上、授業を行うこ

とが必要であることを再認識した。しかし、児童の障がいの程度が重度であるほど、「どの程度

のスモールステップで授業を進めればよいか」「児童の表情や動きのわずかな変化を捉え、その

様子に当てはまる言葉を探したり選んだりしながら、評価規準／基準を設定するのが難しい」

と悩むことが多かった。そこで研究日には、学習指導要領を参照しながら、評価規準／基準に合

う言葉選びをしたり、授業構成をどのように細分化することができるのかを考えたりすること

で様々な意見を出し合い、よりよい授業づくりに向けて取り組んだ。 

 ２ 成果と課題 

   (1) 学部全体での成果と課題 

ア 観点別学習状況の評価についての具体的理解と実施 

      文献等を参考に、小学部の取組に沿って整理した資料小：資料１を作成した。それを   

学部研究会で共有し、「観点別学習状況の評価とは何か」を確認する機会を設けた。 

 改めて学習指導要領改訂のポイントを押さえたり、評価規準／基準の設定方法や目標達

成のための授業づくりのあり方を確認したりすることができた。資料は、授業づくりや評

価の場面で参照できた。 

 実際に授業や評価を行うことで、見えてきた課題は次のとおりである。 

 ・児童の障がいの程度が重度であるほど、細分化して規準を設定するため、規準と基準が   

同様の表記になることもあるのではないか。 

      ・単元の取組期間を考える（区切る）ことが難しい。教師の見立てと児童の実際の姿が異   

なることも多く、その都度授業づくりシートを作成する必要があった。 

      ・目標が同じであっても、題材や手立てが変更されるため、個別の指導計画の目標が前

期・後期ともに同じでもよいのではないか。 

     イ 指導と評価の一体化を目指した授業づくり 

      観点別学習状況の評価の視点を取り入れた授業づくりシート小：資料２や、年次研修の

教師については研修に合わせて学習指導案を作成、活用することで、指導と評価の一体化

を目指した。シート作成と授業実施、評価のサイクルの中で、シートの内容に不十分な部分

や、観点別学習状況の評価になじまない部分、児童の実態に当てはまらない部分が認めら

れ、日々の授業レベルで活用することを目的として修正を加えてきた。 

      また、グループごとに授業づくりシートの内容の検討を行うことで、授業づくりでの悩

みを共有しながら様々な考えを出し合い、授業づくりシートの作成や授業に反映させるこ

とができた。さらに、授業実践や教材の工夫について他の教師から助言をもらうだけでは

なく、自身も他の教師に実践を紹介することで評価してもらえる機会となり、自信や意欲

の向上につながった。 

１年次は主に、対象となる教科に絞って丁寧な授業づくりを行ってきたが、今後は他の

教科や合わせた指導においても、この授業づくりのプロセスを細やかに踏んでいくことが

課題である。 

 

 

 



(2) グループごとの成果と課題 ◯成果 △課題 

  ①１・２年１組 

教科（領域）名 国語 

観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
の 

具
体
的
理
解
と
実
施 

【学習評価】 

◯学習指導要領を根拠にした目標や指導内容を設定することができた。 

◯評価の観点の捉え方や、規準／基準の作り方について整理することができ

た。 

◯日々の授業レベルでの実施を繰り返すことで具体的理解につながった。 

◯授業計画と評価計画を並行して作成することで、児童の学びをより丁寧に

把握することができた。 

△「主体的に学習に取り組む態度」の押さえ方について、理解を深めたい。 

△合わせた指導場面での目標設定や評価の方法について、考えていく必要が

ある。 

指
導
と
評
価
の
一
体
化
を
目
指
し
た 

授
業
づ
く
り 

【授業実践】 

◯観点別学習状況の評価の観点を盛り込んだ授業づくりシートを作成するこ

とで、負担感なく取り組むことができた。 

◯評価規準に迫る評価基準を具体的に設定することで、随時、手立て等を見直

すことができた。 

◯個別の指導計画の目標達成に直結するような授業づくりを実践することが

できた。 

△単発的な単元設定とならないように、教科横断的な視点や学部内の系統性

を大切にしていきたい。 

児
童
の
学
び 

◯「何をどのように学ぶのか」が分かりやすい内容を、繰り返すことで学びが

定着し、学習場面以外でも学んだことを表現することができた。 

◯学びの楽しさに気が付き、自分たちで学習準備を始めることがあった。 

教
師
の
指
導 

◯「最終的にたどりついてほしい姿」を思い浮かべて、目標設定や単元構成、

手立てを吟味して授業することで、研究主題に迫る取組ができた。 

◯細やかな授業づくりにより、児童同士、児童と教師間、教師同士の学び合い

ができた。 

 

②２年２組（通常教育課程の２名対象） 

教科（領域）名 算数 

観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
の 

具
体
的
理
解
と
実
施 

【学習評価】 

◯研究部が作成した資料が分かりやすく、学習指導要領のポイントや規準／

基準について理解することができた。 

◯日々の授業の中で実施することができたため、負担感なく取り組んだ。 

△全ての教科や合わせた指導で実施すること。 



指
導
と
評
価
の
一
体
化
を
目
指
し
た 

授
業
づ
く
り 

【授業実践】 

◯子供たちにたどりついてほしい姿を明確にして、指導を行うことができた。 

◯個別の指導計画に基づいた授業づくりを展開することができた。 

◯授業や評価を毎時間実施することで、児童の学びや指導改善に生かすこと

ができた。 

△国語や算数において授業づくりシートをあまり活用できなかった。単元や

ねらいが変わるごとに作成することで、もっと指導の質が上がったのでは

ないか。 

児
童
の
学
び 

◯学習の振り返りを通して、自分ができるようになったことを理解すること

ができた。 

◯学習のパターンを理解し、学習道具が入った箱を自分から準備するように

なった。 

教
師
の
指
導 

◯最終的にできるようになってほしいことを踏まえて、この時間ではどこま 

で到達できればよいのか（基準）を考えることができ、スモールステップを 

大切にした指導をすることができた。 

△「できた」と評価する精度や客観性を高めたい。 

 

③６年２組（訪問学級） 

教科（領域）名 自立活動 ※国語の学習要素を内容とする。 

観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
の

具
体
的
理
解
と
実
施 

【学習評価】 

◯学習指導要領に基づいて、目標や指導内容を設定することができた。 

◯評価の観点の捉え方や、規準／基準の立て方について意見をもらいながら

整理することができた。 

△児童の実態に合わせた目標設定や評価方法を考えることが難しかった。 

指
導
と
評
価
の
一
体
化
を
目
指
し
た 

授
業
づ
く
り 

【授業実践】 

◯授業づくりシートを作成することで、個別の指導計画に基づいた指導内容

を意識して取り組むことができた。 

◯グループで授業づくりシートの内容の検討を行うことで、一人の授業者で

は「手立て」として捉えられていなかった部分に気付くことができた。 

△できた姿の表出が限定的であることから、「主体的に学習に取り組む態度」

の押さえ方について考えていく必要がある。 

児
童
の
学
び 

◯絵本に注目して学習に取り組むことができた。 

◯読み聞かせに意識を向けることができた。 

教
師
の
指
導 

◯授業づくりシートの作成を通して、目標設定や指導内容の精選について学

ぶことができた。 

△児童の体調が最優先であるため、授業回数に見通しをもって計画的に進め

ることに難しさを感じる。 

   



３ ２年次に向けて   

   １年次の取組を踏まえ、２年次には以下のことに視点を置いて研究を推進することとした。 

・観点別学習状況の評価の視点を取り入れた授業づくりシートの作成を継続する。 

   ・学習グループごとや実態別のグループごとに、授業づくりや指導方法について共有する機会

（研究日）の設定を継続する。 

   ・「主体的に学習に取り組む態度」の押さえ方について、理解を深める。 

・上記の３点を踏まえて、国語または算数での授業づくりを継続し、合わせた指導での取組につ  

なげる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

小：資料１ 



 

  

  

 

  

  

  

 

  

  

  

 

  

  

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

小：資料２ 



Ⅳ 中学部の実践 

１ 取組 

   (1) 「授業づくりシート」、「授業づくりシート【次の授業に向けて】」中：資料１の検討 

     前次研究からの様式を継続した。授業の振り返り、改善をしながら、授業者間で共有できる   

ようにした。 

   (2) 「評価シート」中：資料２の検討 

     授業者が取組の様子を自由に記入する様式で取り組んだ。「◎：できた」、「〇：支援あり」、

「△：改善必要」の印を文頭に付けて記述し、「知識・技能」、「思考・判断・表現」、「主体的

に学習に取り組む態度」の観点別学習状況の評価をするようにした。 

     様式については、「◎：できた」と評価した生徒がそのままで終わらず、次の目標を意識で

きるように、「ステップアップ（次の目標）」の項目を追加した。 

     国語や数学については、個別の指導計画の目標を明記しているが、保健体育、音楽、美術に 

ついては、単元目標のみ記入していた。そのため、「個別の指導計画の目標を意識しにくい」

と課題が挙がり、上記の３教科については個別の指導計画の目標一覧を作成、添付し、回覧す

るように改善し、個別の指導計画の目標の意識付けを図った。 

   (3) 個別の指導計画への活用 

     各学年、作業学習（紙づくり班、製品班）、音楽、保健体育、中学部行事・委員会のファイ

ルに授業づくりシートや評価シートを綴り、個別の指導計画の評価場面で活用した。 

   (4) 授業研究会 

     授業提案を数学で統一し、５つのグループで授業参観をした。評価シートを活用し、観点別

学習状況の評価について、意見交換や情報共有することにつなげた。 

２ 成果と課題 

(1) 指導と評価の一体化を目指した授業づくり 

ア 「授業づくりシート」、「授業づくりシート【次の授業に向けて】」、「評価シート」 

      Ｐ 授業づくりシートの作成（Ｔ１） 

      Ｄ 授業 

      Ｃ 授業づくりシート【次の授業に向けて】：教師の振り返り、評価シート 

      Ａ 授業改善～授業実践 

      上記のＰＤＣＡサイクルが定着した。 

       評価シートを活用することで、目標を意識しながら評価することができ、個別の指導

計画の評価場面で有効だった。また、関わった生徒以外の学習の様子を知ることができ

た。 

課題は、回覧するタイミングや回覧方法が、教科によって異なっていたことである。授

業日によって差はあるが、その点について確認することが必要である。 

イ 授業研究会 

      成果は、授業づくりシートや評価シートの活用方法を学部で共有できたことである。ま 

た、単元を統一したことで、グループ毎の目標やねらい、段階別評価の違いを共有すること 

ができた。次年度の年間指導計画に生かされると思われる。 

課題は、類型Ⅱの教育課程の場合、各教科として評価する難しさを感じたことである。 

 



ウ 学習評価 

   成果は、評価シートを記入することで、３観点を意識しながら評価するようになり、また、

評価に偏りがあったことに気付き、次につなげることができるようになったことである。 

課題としては、「主体的に学習に取り組む態度」は、評価をしにくいことがあげられる。ど

のように評価するべきか迷うことが多く、授業で気付いたことを記入している段階である。 

３ ２年次に向けて 

     授業づくりシート、授業づくりシート【次の授業に向けて】、評価シートの作成、活用を継続

する。学部研究では、研究授業を国語または数学での授業とし、単元を統一する。それを基に、

学習評価の捉え方を共有する。課題となった「主体的に学習に取り組む態度」についても、どの

ように評価するのか、手立ては何かなど、学部で検討する。 

 

 中：資料１ 授業づくりシート【次の授業に向けて】 
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中：資料２ 評価シート 

 

 作業学習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保健体育 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手立てなどを記入しあう 



Ⅴ 高等部の実践   

  １ 取組 

   (1) 授業づくりと観点別学習状況の評価 

     授業者が授業づくりを効率的に進められるように、授業づくりシートの様式についての確

認や検討を行った。授業実践については、授業づくりシートを活用しながら「評価規準の作り

方」や「評価規準に沿った評価の仕方」についての研究に高等部全体で取り組んだ。 

高等部の国語や数学の学習形態は５グループに分かれており、それぞれほぼ一人の教師が

授業を進めている。一つの授業で複数の教師が指導場面に関わることはないため、研究日に

グループで取組を共有する際には、普段授業に入っていない教師や同じ教科を指導する教師

でグループを編制し、互いの授業の進め方や評価規準／基準の設定方法、評価の仕方につい

て共有した。学習指導要領や「児童生徒の学習評価の在り方について（中央教育審議会 初等

中等教育分科会 教育課程部）」などについて読み合わせを行い、目標設定の指標になるもの

や評価の考え方について学部で話し合った。   

   (2) 個別の指導計画との関連 

日々の授業での評価を、個別の指導計画と関連付けられるよう、実際に個別の指導計画に

記入することを考えながら、評価を行った。 

  ２ 成果 

(1) 授業づくりと観点別学習状況の評価 

前次研究で作成した授業づくりシートを見直し、修正を加えて改善した。高：資料１ 

単元を通して作成した方が分かりやすいため、毎時間作成することとせず、「学習内容・活

動」の記載を「単元と評価の計画」とした。 

グループでの話し合いでは、授業づくりシートを活用することで、生徒ができたことや課

題が分かり、新しい手立てや支援について考えることができたという意見が多くあった。そ

の後の授業では、生徒が学びを深めたり、できるようになったことが増えたりした。 

また、学習指導要領や参考資料を基に、目標や評価についての捉え方を学部全体で確認す

ることができた。確認した資料は、その後の授業づくりに活用することができた。 

この手順を踏みながら授業づくりシートを活用した授業を継続することで、指導と評価の

一体化が定着した。 

   (2) 個別の指導計画との関連 

実際に、個別の指導計画に記入することを考え、評価を行った。評価することで新たな課題 

も見つかり、次の授業に向けての指導や支援についても考えることができた。高：資料２ 

３ 課題 

(1) 授業づくりと観点別学習状況の評価 

  授業づくりシートを活用した授業実践を行う中で、評価規準／基準の設定方法や評価の仕

方について難しさを感じることが多かった。内容は次のとおりである。 

    ・目標を立てる時にどのように立ててよいかが難しい。 

    ・評価規準／基準はどのように立てるか。 

    ・目標が大きすぎると評価しづらい。 

上記の課題解決に向け、観点別学習状況の評価についてさらに理解を深めるためには、学

習指導要領や参考文献などを活用しながら、授業実践をする必要がある。   



  (2) 個別の指導計画との関連 

授業づくりシートに記載する評価が、一言やコメントのような書き方が多く、そのまま個

別の指導計画に記入すること難しかった。 

「主体的に学習に取り組む態度」については評価が難しく、どのように見取っていくのか

については課題がある。 

  ４ ２年次に向けて 

   ・授業づくりシートを活用した授業を継続しながら、評価規準／基準の立て方について考えて

いく。 

   ・教科ごとに、授業づくりや評価の仕方について共有する場面を設定する。 

   ・「主体的に学習に取り組む態度」については、目標の立て方や評価についての考え方を整理す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



高：資料１ 授業づくりシート 
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単元のまとまりが 

分かりやすいよう 

項目を見直した。 

配置図は記載しないこと

とした。 

改善後 



高：資料２ 評価記入用紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２年次研究（２年次） 

 

Ⅰ 研究方法 

    ・各学部での取組 

      ・授業づくりのベースは国語または算数／数学とし、他の教科等にも取組を広げる。 

       （指導の根拠となる、学習指導要領に基づくこと） 

 

Ⅱ 研究推進 

   ・研究日を月 1回設定する。 

    ・各学部で実践を見合い、全体授業研究会で共有する。 

実施日 内容 

４月 19日（水） 第１回全体研究会 研究推進の確認 職員共通理解 

５月 10日（水） 

６月 20日（火） 
研究日（学部研究会） 授業づくり 授業改善 

８月１日（火） 

全体授業研究会 授業参観 気付いた点の共有 

高教研講演会 演題 

「学習指導要領を踏まえた授業づくり 

 ～観点別学習状況の評価のあり方～」 

講師 

東北福祉大学 教育学部 教授 大西孝志氏 

８月 22日（火） 

９月 19日（火） 

研究日（学部研究会） 

 

授業づくり 授業改善 評価 

10月 24日（火） 

11月 21日（火） 

まとめに向けて 12月 19日（火） 

１月 23日（火） 

２月 27日（金） 第２回全体研究会 ２年次の研究のまとめ 

 

Ⅲ 小学部の実践 

 １ 取組 

    １年次の取組を踏まえ、年度初めの研究日に、学部全体で「主体的に取り組む態度」の評価規

準について記入の仕方や授業づくりシートの活用について確認し、観点別学習状況の評価の視

点を取り入れた授業づくりシートの作成を継続した。 

今年度は、一人一枚授業づくりシートを作成することとし、国語や算数だけではなく、音楽や

体育、生活単元学習や日常生活の指導など、「各教科等を合わせた指導」での作成にも取り組ん

だ。また、９月からは学習集団に応じ、①１年生 ②２・３年生 ③４～６年生の３つのグルー

プに分かれ、授業づくりシートを基に、授業の様子について話し合った。さらに、音楽や体育な

どの学習集団でも、授業づくりや指導方法について共有する機会を設定した。それぞれのグル



ープで、評価基準が達成されていることの確認や評価規準／基準の内容の精査をした。 

  ２ 成果と課題 

(1) 学部全体での成果と課題 

     観点別学習状況の評価の視点を取り入れた授業づくりシートの作成を継続し、それを活用

しながら、日々の授業実践ができた。個別の学習場面だけではなく、体育や音楽といった全体

の学習場面でも、それぞれの児童の評価基準を設定し、教師間で共通理解しながら授業を進

めることで、評価する姿を明確に意識しながら授業実践ができた。また、グループごとに授業

づくりシートの内容について意見交換を継続したことで、授業の改善につながった。授業づ

くりシートを活用した授業実践後の意見は、次のとおりである。 

 ・自分の授業を振り返ることができた。 

      ・児童の学習の段階について、改めて考えて授業づくりができた。 

      ・評価規準の記述の型が決まっていたため、考えやすかった。 

      ・評価する姿を具体的にイメージしながら授業ができた。 

６月の研究日には意見交換を行い、授業づくりシートの作成や活用について肯定的な意見

が多く出された。その中で、「授業づくりシートをつくることが目的ではなく、あくまでも授

業のためのメモ程度と捉える。評価規準／基準を意識しながら授業実践をし、評価規準／基

準が達成されたかどうかを振り返りながら進めていくことがよい。」という意見も出された。

授業づくりシートを作成して授業実践をしていくことで、それぞれが丁寧に対象児童の実態

把握をし、どんな評価規準／基準を設定したらよいのかを、学習指導要領を見ながら考える

機会が増えた。また、実際に授業を始めてから評価基準が児童の実態に合っていないと気付

くこともあった。その際には、評価基準を考え直し、授業づくりシートを再作成することも

あった。それによって、授業の評価基準を具体的に意識しながら授業実践ができた。「各教科

等を合わせた指導」で授業づくりシートを作成するには、複数の教科の評価規準を記入する

ことになり、現在の様式では記入しにくい部分があった。一方で、グループ内で評価規準／

基準について意見交換をし、「各教科等を合わせた指導」でも授業づくりシートを活用した授

業実践を継続することができた。 

 

   (2) グループごとの成果と課題 

     ア １年生グループ（図画工作、国語、日常生活の指導） 

      ・新しく取り組む単元の授業づくりシートを担当者が作成し、それを基に、評価規準／基

準について話し合った。一人では悩むことの多い評価規準／基準の作成について、複数

の視点から意見を出し合うことで、具体的に記入することができた。 

      ・過去に行った授業を振り返り、児童の評価から遡って授業づくりシートを作成した。過

去の実践を基に評価基準を考えることで児童の実態を見直し、改めて評価規準／基準を

設定した。 

 

    イ  ２・３年生グループ（体育、音楽） 

      ・実際に体育の授業の様子を動画で見ながら、授業づくりシートに記入されている評価基 

準が達成されているかグループ内で確認した。また、次回以降授業で取り組む内容につ

いて、複数の具体的な例を挙げながら、アイデアを出し合うことができた。 



      ・新しく取り組む音楽の単元の授業づくりシートを担当者が作成し、それを基に、評価規

準／基準の記入の仕方や評価について話し合った。 

 

    ウ  ４～６年生グループ（国語、算数、日常生活の指導） 

      ・評価規準の語尾や表現の仕方などをグループで確認し整えた。また、対象児童が達成で

きそうな学習内容などについてアイデアを出し合い、授業改善につなげることができた。 

      ・新しく取り組む日常生活の指導の授業づくりシートを担当者が作成し、それを基に、評

価規準の記入の仕方について話し合った。「各教科等を合わせた指導」の授業づくりシ

ートを作成するには、国語や算数、音楽など複数の教科の評価規準を記入することにな

り、現在の様式では記入しにくいという意見が出された。グループ内で検討し、今回は

生活科に絞って評価規準を記入し、授業づくりシートを作成した。このことで、最も達

成したい内容や評価規準を意識しながら授業実践ができた。小：資料１ 

 

 

                             

     

自立活動、国語 

自立活動 

自立活動 

小：資料１ 

基準を生活科に絞って設定 



エ 音楽グループ 

      ・音楽の授業では、歌唱や演奏、ダンスなど１単位時間の中に複数の活動がある。そのた

め、新しい単元の開始前に授業に入る教師が集まり、それぞれの児童の評価基準につい

て共通理解をする機会を設定した。さらに、授業終了後に振り返りシート小：資料２を

回覧し、改善した方がよい点を記入することで、速やかに授業改善を行うことができた。 

 

 

 

    オ  体育グループ 

      ・新しい単元の開始前に授業に入る教師が集まり、単元での取組内容について共通理解を

する機会を設定した。その後、児童の実態に応じたグループに分かれ、それぞれの児童

の評価基準や支援の手立てなどについて話し合い、授業改善につなげることができた。 

 

  ３  ２年次研究のまとめ 

小学部では、学習指導要領に基づいて授業づくりシートの作成に取り組み、評価規準／基準を 

具体的に設定し、児童の評価する姿を明確にしながら授業をすすめてきた。２年に渡り取り組ん     

だことで、授業づくりシートの作成は定着した。特にも音楽や体育などの学部全体で行う授業で 

は、教師間で授業について共通理解を図るために有効活用されている。 

グループごとの取組では、児童の評価する姿を引き出すために教材・教具や指導・支援の手立 

てを試行錯誤して取り組んだりしたことで、少しずつ授業の改善が成されてきている。今後、授 

業づくりシートによる共通理解や、児童の評価する姿を引き出すための授業実践、授業について  

小：資料２ 



の意見交換を継続し、日々の授業改善につなげていきたい。 

２年間の取組を通し、児童の評価する姿を明確にした授業実践や、多角的な意見を取り入れ 

た授業改善に取り組み、指導と評価の一体化に迫ろうとしてきた。今後もこれまでの取組を大切 

にしながら、日々の授業づくりにあたっていきたい。 

  
小：資料３ 



Ⅳ 中学部の実践 

 １ 取組 

    (1)  「授業づくりシート」、「授業づくりシート【次の授業に向けて】」、「評価シート」を活用した

授業実践の継続 

          文言の正しい解釈、単元で達成させたいことは何かを明確にすることを意識し、作成する

こととした。評価シートは、記入することと内容を共有することから２回回覧することとし、

個別の指導計画の目標一覧や年間指導計画も回覧した。 

    (2)   授業実践 

          研究会の柱として、「国語」（全体授業研究会）、「音楽」、「作業学習」をベースに評価に対し   

て、どのように授業展開や手立てを講じたかを話し合った。 

    (3)   個別の指導計画、指導要録への活用 

          各学年、教科、作業、音楽、保健体育のファイルにシートを綴り、個別の指導計画、指導要   

録の作成時に活用した。 

 

  ２ 成果と課題 

     (1) 指導と評価の一体化を目指した授業づくり 

         授業づくりシートの単元の評価規準を全体で統一した。様式や書き方を統一したことで、指

導案内と同じ様式で学習指導要領から適切な文章を用いながら、シートを作成することがで  

きた。 

       ア  観点別学習状況の評価の具体的理解と実施 

      授業別の成果と課題 

      〇：成果 △：課題 →改善案 

教科（領域）名 国語（全体授業研究会）  

授業づくりシート

の共有 

〇授業で見てほしい活動を事前に確認することで、授業参観のとき

や評価の振り返りのときに協議しやすかった。 

評価〜授業改善 

〇３グループともに、評価シートから自分で気付くことができない

部分にも気付くことができた。 

〇授業の流れや手立てを見直し、次の授業改善につなげることがで

きた。 

〇評価するときには、個別の指導計画目標について評価することが

できた。 

 

教科（領域）名 音楽    

授業づくりシート

の共有 

〈T1より〉 

・評価規準は、表現、鑑賞と音楽の評価に基づいて記入している。 

中：資料１ 

・個別目標は、前期が「歌」、「身体表現」とし、後期は「楽器」、「鑑

賞」としている。 

△50分内で４項目を狙うことは苦しい。 



→評価規準は４項目としても、単元に応じて２項目（今日は楽器と

身体表現に力を入れる）にした。 

△評価するときに、身体表現は生徒も好きで達成感もあり、評価を

しやすいが、歌は歌える生徒と歌うことに興味を示さない生徒と

いて、どのようにすれば目標が達成できるか悩むところである。

鑑賞も座っていればいいのかと評価する際に悩んでしまう。 

→発表する場面を設定する、指揮者など歌うことだけでなく役割が

あるとよい。鑑賞するときに見るポイントを提示することも有効

ではないか。 

評価〜授業改善 

〇単元に応じて２項目（楽器と身体表現に力を入れる）にポイント

をしぼった授業展開は内容が深められてよかった。 

〇歌唱のときには、発表場面を設け、マイクを一人ずつ回すように

した。 

     

 中：資料１ 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教科（領域）名 作業学習  

授業づくりシート

の共有 

〈T1より〉 

・各教科等を合わせた指導のため、授業づくりシートにどの教科で

目標を立てたのかを明記した。 

・年間指導計画で示した６教科全てではなく、４教科に絞った。盛

り込みすぎて大変になるよりも、ポイントを絞ったほうが目標も

はっきりすると感じた。 

・作業は、「職業・家庭」から目標を立ててもよいと感じた。 



評価〜授業改善 

△３年男子生徒について、作業への拒否感、やる気がない状態が続

いている。 

→言葉掛けの見直し、音楽の活用など、支援方法について共通理解

を図った。 

〇評価シート記入後、T１が国語、社会など、当てはまる教科はど

れかを明記し、２回目を回覧した。 

→評価を記入した職員が記入する。個別の目標を意識し、評価して

いることが多い。今後は、教科も意識し、評価していくことで定

着させていく。 

〇指導要録を記入するときに作成しやすくなる。 

 

 (2) 学習評価 

     単元の評価規準や個別の目標をもとに３観点の評価を意識しながら、評価シートを記入すること

ができた。回覧することで、教師間での共有や意見交換も有効にできるツールとして評価シートを

活用することができている。ただし、目標は三つの柱、評価は３観点の評価であることを前提に、

授業づくりシートを作成することを学部で確認しながら進めた。 

     各教科等合わせた指導である作業学習の授業研究会を通して、授業づくりシートの書き方、評価

シートの記入方法も変更した。どの教科を合わせているかを授業づくりシートに明記するようにし

た。（中：資料２）年間指導計画で示した教科全てを目標にすると、盛り込みすぎてしまう課題から

ポイントを絞って評価規準を記入した。単元ごとの目標が明確化し、生徒に身に付けてほしい力を

考えながら授業展開することができた。評価シートを記入するときには、評価する教師がどの教科

の目標達成ができているのかを具体的に記入（中：資料３）することができるようになった。評価

シートの◎：できた、〇：支援が必要、の記入はしないことも確認した。（中：資料４） 

     個別の指導計画の評価をするときや指導要録を記入するときにも活用できた。 

 

中：資料２                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

通常記入 各教科等合わせた指導記入 



 

中：資料３                         中：資料４ 

 

 

 

 

                                   

 

 

 

 

  ３ ２年次研究のまとめ 

二年間の研究を通して、Ｐ 授業づくりシートの作成（Ｔ１）、Ｄ 授業、Ｃ 授業づくりシート

【次の授業に向けて】：教師の振り返り、評価シート、Ａ 授業改善～授業実践のＰＤＣＡサイクル   

が定着した。単元の評価規準を全体で統一した様式にしたことで、学習指導要領から目標を立て

る意識が高まり、教師間でも目標達成に向けた共通理解を図るツールとして有効に活用できてい

る。評価シートの記入も３観点の評価を考慮しながら、記入することができた。また、個別の指導

計画や指導要録の記入に活用できている。各教科等合わせた指導の授業づくりシートの記入方法

や評価シートの記入についても今後使いながら、定着を図っていくこととした。 

次年度以降も PDCAサイクルの流れで、授業実践に生かしていきたい。 

 

Ⅴ 高等部の実践 

  １ 取組 

(1) 評価規準／基準と年間指導計画 

     授業づくりシートを活用した授業実践を継続して行った。月１回の研究日では、国語・数学

の学習指導要領や年間指導計画を確認しながら、次の単元へ向けた授業づくりシートの作成

に取り組んだ。国語・数学を担当していない教師も他の授業や行事などの様々な学習で授業

づくりシートを活用したことにより、高等部全員が評価規準／基準について学習指導要領を

参考に具体的に考え、授業づくりに取り組むことができた。また、研究を進める中で、授業づ

くりシートで取り上げた学習に含まれる教科ごとに教師をグループ分けし、授業を作る上で

の注意点や評価規準／基準について共有する場を設定した。その中で、授業づくりをしてい

る際、年度初めに立てた年間指導計画や個別の指導計画が現在の生徒の成長や実態にそぐわ

ない場合は、活動の目標を変更する必要があることも確認した。 

   イ 授業づくりシートから個別の指導計画への記入 

     授業づくりシート内での評価の記入では、メモやコメントのような一言での書き方が多く、

そのまま個別の指導計画に反映することが難しかった。そのため、評価したものをどのよう

に個別の指導計画に反映させていくかについてグループで話し合いを行った。 

 

２ 成果 

    (1) 評価規準／基準と年間指導計画 

記入しない 

どの教科の目標達成

ができているかを 

記入する 



     学習指導要領や年間指導計画を確認しながら授業づくりを行うことで、活動をイメージし

やすい目標や評価規準／基準の文言を考えたり、教師同士で授業について計画的に考えたり

しながら準備をすることができた。高：資料１－１目標の書き方や評価の仕方について国語・

数学のグループに分けて共有した内容は次の通りである。 

 

ア 実態把握を細やかに行う。 

イ 評価規準／基準については学習指導要領を参考にする。 

ウ 目標は明確なもので、尚且つ生徒にとって現状の活動より少し難易度の高いものにし、

努力しながら達成できるものであるとよい。 

エ 授業での振り返りは教師間で即時に行う。 

オ 改善点や課題点を次の授業に活かす。 

 

共有した内容からＰＤＣＡサイクルを基本とする指導と評価の一体化を目指した授業づく

りを行うことが大切であると全員で確認した。また、評価規準／基準を記入する時に「生徒が

その時間に何を身に付けたらよいのか」をはっきりさせることで、その授業での“ねらい”を

より明確にすることができた。 

   (2) 個別の指導計画との関連 

     授業づくりシートで記入した“ねらい”について明確にしたことで、生徒の成長の様子や評

価を具体的に記入することができた。高：資料１－２また、授業後に教師間での振り返りを

行うことで細やかな変化や今後に向けた改善点などを共有することができた。 

  ３ 課題 

   (1) 評価規準／基準と年間指導計画 

     ＰＤＣＡサイクルを繰り返し行っていく中で授業の振り返りは即時行うことが大切である

との意見が共有されたが、単発の活動になってしまう単元（避難訓練などの全校行事）につい

ては、本時で出た課題点に対しての改善（Ａ：アクション）が次の授業に生かしづらいこと、

重複学級の生徒に手が届きやすいようにする目標設定や「できた」を評価するための見取り

方が難しいことが課題として挙げられた。課題を改善するために、（時期は空いてしまうが）

次の行事や今後の学習場面に生かしていくこと、重複学級の生徒は目標をスモールステップ

で設定していくこと必要であると考えた。また、重複学級の生徒を評価するためには、表情の

変化などの小さな変化や様々な表出に気付いていくことが大切であると確認した。 

(2) 個別の指導計画との関連 

     個別の指導計画の目標が具体的であるため、目標にしていなかった学習の様子やできるよ

うになったことを評価に記入することが難しいという意見があった。個別の指導計画は学年

に応じて身に付けた力が具体的に記入する必要があると考え、個別の指導計画に記入できな

かった学習の様子については、日頃の連絡帳や学期末面談などで成長の様子や変容を伝える

ことを確認した。 

 

４  ２年次研究のまとめ 

     ２年間の研究を通じて、観点別学習状況の評価の仕方について授業づくりシートを活用し

ながら授業実践を行ってきた。学習指導要領や参考資料を確認しながら授業づくりシートを



作成することで、評価規準／基準についても明確に設定することができた。教科のグループ

ごとに授業後の振り返りを行うことで、生徒ができたことや課題として見えてきたこと、新

しい手立てや支援について考える時間となり、その考えを次の授業に生かすことで、ＰＤＣ

Ａサイクルを基本とした指導と評価の一体化を目指した授業づくりを行うことが学部内で定

着してきた。現在では、授業づくりシート内に記入した評価を個別の指導計画を記入する時

の資料として活用している。 

     次年度もＰＤＣＡサイクルを意識しながら、指導と評価の一体化を目指した授業づくりを

継続して行っていきたい。 

 

  高：資料１－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習指導要領を基に作成した 



 

  高：資料１－２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅵ 研究のまとめ  

学部ごとに、学習指導要領を踏まえた、観点別学習状況の評価の具体的理解と実施や、指導と評   

価の一体化を目指した授業づくりに取り組んだ。観点別学習状況の評価の視点を取り入れた授業

づくりシートや３観点評価を意識し記入した評価シートからの授業改善など学部ごとに国語また

は算数／数学をベースに取り組み、他の教科等にも取組を広げていくことができた。その際は、指

導の根拠となる学習指導要領に基づき授業展開することができた。 

「その単元で児童生徒は何ができればよいのか」「年間を通して児童生徒に身に付けたい力は何  

か」など、育てたい資質・能力を明らかにし、カリキュラム・マネジメントを進めることができた。 

各教科等合わせた指導について、どの教科を合わせているのか、ねらいをどこに絞るのかなど

理解を深める必要があるという意見があったが、今後も各学部の授業づくりシート活用は継続し、

活用しながら意見交換していくこととした。 

 

 

 



 


